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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第39期
第１四半期
累計期間

第40期
第１四半期
累計期間

第39期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 2,995,9082,940,814 12,048,372

経常利益又は経常損失（△）

(千円)
△49,289△111,249 69,902

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△50,837 △90,250 △47,694

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,480,1801,480,1801,480,180

発行済株式総数（株） 5,100,0005,100,0005,100,000

純資産額（千円） 4,257,4324,060,3884,260,575

総資産額（千円） 8,542,9698,607,5378,614,941

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△10.17 △18.06 △9.54

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 22

自己資本比率（％） 49.8 47.2 49.5

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

        ２．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 　　　 ３．持分法を適用した場合の投資利益については、該当事項がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失金額で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策などを背景に、全体としての景況感

は徐々に改善されつつありますが、海外景気の下振れが、国内景気を下押しする懸念もあり、依然として先行きが

不透明な状況となっております。

美容業界におきましては、景気回復感から個人消費の盛り上がりに期待するものの、雇用・所得環境は依然と

して改善にまで至っておらず、業界内の店舗間競争も激しく、経営環境は極めて厳しい状況となっております。

このような状況の下、当社といたしましては『顧客生涯価値の創造』をスローガンに、お客様との強い信頼関

係を築き継続的なお付き合いをしていただけるように、顧客サービス等の一層の充実を図り、「優れた技術と優

れたサービスを提供し、地域における顧客満足ナンバーワンのサロン」を目指し、既存店の強化を行ってまいり

ましたが、依然、個人消費動向は慎重であり、当第１四半期累計期間における既存店の入客数は、前年同期比6.2％

減と厳しい状況で推移しました。

店舗につきましては、美容室２店舗（TAYA 武蔵小杉東急スクエア店、Shampoo 鶴見店）を新規出店いたしまし

た。一方で美容室１店舗（Shampoo 千葉長沼店）を閉鎖し、当第１四半期会計期間末の店舗数は、美容室150店舗

と小売店１店舗となりました。

以上の結果、当社の当第１四半期累計期間の業績は、売上高2,940百万円（前年同期比1.8％減）となり、営業損

失110百万円（前年同期は営業損失43百万円）、経常損失111百万円（前年同期は経常損失49百万円）となり、四

半期純損失は90百万円（前年同期は四半期純損失50百万円）となりました。

　

(2）財政状態の分析

　当第１四半期会計期間末の総資産は8,607百万円となり、前事業年度末と比べて７百万円減少いたしました。

　流動資産の残高は2,878百万円となり、前事業年度末と比べて53百万円増加いたしました。固定資産の残高は

5,728百万円となり、前事業年度末と比べて61百万円減少いたしました。主な増加は、現金及び預金の増加75百万

円、主な減少は、売掛金の減少47百万円、建物の純減32百万円、敷金及び保証金の減少20百万円であります。

　当第１四半期会計期間末の負債総額は4,547百万円となり、前事業年度末と比べて192百万円増加いたしました。

　流動負債の残高は2,415百万円となり、前事業年度末と比べて13百万円減少いたしました。固定負債の残高は

2,131百万円となり、前事業年度末と比べて206百万円増加いたしました。主な増加は、長短借入金の純増312百万

円、主な減少は、未払法人税等の減少37百万円、賞与引当金の減少100百万円であります。

　当第１四半期会計期間末の純資産は4,060百万円となり、前事業年度末と比べて200百万円減少いたしました。以

上の結果、自己資本比率は前事業年度末49.5％から47.2％に減少いたしました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　   該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,100,000 5,100,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 5,100,000 5,100,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日　
－ 5,100,000 － 1,480,180 － 1,702,245

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   102,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,996,100 49,961 －

単元未満株式 普通株式     1,100 － －

発行済株式総数
         

5,100,000
－ －

総株主の議決権 － 49,961 －

　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社田谷
東京都渋谷区神宮

前2-18-19
102,800 － 102,800 2.01

計 － 102,800 － 102,800 2.01

　 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、普賢監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。 

　　第39期事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査法人和宏事務所

　　第40期第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間　　　普賢監査法人

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,910,534 1,985,909

売掛金 557,165 509,883

商品 49,197 52,946

美容材料 31,046 36,449

その他 278,167 294,536

貸倒引当金 △899 △899

流動資産合計 2,825,212 2,878,826

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,785,136 1,752,650

土地 1,375,445 1,375,445

その他（純額） 56,288 52,146

有形固定資産合計 3,216,870 3,180,242

無形固定資産 54,771 52,658

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,035,915 2,015,797

その他 482,322 480,163

貸倒引当金 △151 △151

投資その他の資産合計 2,518,086 2,495,809

固定資産合計 5,789,728 5,728,710

資産合計 8,614,941 8,607,537
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 400,408 397,812

短期借入金 120,300 244,500

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

1年内返済予定の長期借入金 551,111 524,757

未払法人税等 70,634 33,215

賞与引当金 199,848 99,363

資産除去債務 4,130 －

その他 982,990 1,016,251

流動負債合計 2,429,423 2,415,900

固定負債

社債 230,000 230,000

長期借入金 1,071,698 1,286,139

退職給付引当金 384,805 379,386

資産除去債務 197,726 198,017

その他 40,712 37,705

固定負債合計 1,924,941 2,131,248

負債合計 4,354,365 4,547,148

純資産の部

株主資本

資本金 1,480,180 1,480,180

資本剰余金 1,702,245 1,702,245

利益剰余金 1,237,605 1,037,418

自己株式 △159,455 △159,455

株主資本合計 4,260,575 4,060,388

純資産合計 4,260,575 4,060,388

負債純資産合計 8,614,941 8,607,537
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 2,995,908 2,940,814

売上原価 2,658,365 2,678,339

売上総利益 337,543 262,474

販売費及び一般管理費 381,135 372,592

営業損失（△） △43,592 △110,118

営業外収益

受取利息 269 500

不動産賃貸料 2,972 2,893

その他 2,099 5,476

営業外収益合計 5,341 8,870

営業外費用

支払利息 7,432 6,869

不動産賃貸費用 2,441 2,305

その他 1,163 826

営業外費用合計 11,037 10,001

経常損失（△） △49,289 △111,249

特別損失

固定資産除却損 4,096 3,934

特別損失合計 4,096 3,934

税引前四半期純損失（△） △53,386 △115,183

法人税、住民税及び事業税 14,846 15,154

法人税等調整額 △17,395 △40,086

法人税等合計 △2,548 △24,932

四半期純損失（△） △50,837 △90,250
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

保証債務

　
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

１　社員独立支援制度に基づく元社員への金融

機関からの借入に対する保証債務　

　

286千円

　

－千円

　

２　一部の賃貸借物件の敷金及び保証金につい

て、当社、貸主及び金融機関との間で締結し

た代預託契約に基づく貸主の金融機関に対

して負う預託金の返還債務に対する保証　

72,528千円

　

72,528千円

　

　

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 72,410千円 79,410千円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　配当金支払額

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日

定時株主総会
普通株式 109,936 22平成24年３月31日平成24年６月20日利益剰余金

　

　

当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　配当金支払額

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月11日

定時株主総会
普通株式 109,936 22平成25年３月31日平成25年６月12日利益剰余金

　

　

（持分法損益等）

　前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

　当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　当社は、美容事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

　当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　当社は、美容事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　１株当たり四半期純損失金額 10円17銭 18円6銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 50,837 90,250

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 50,837 90,250

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,997 4,997

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　田　谷(E04990)

四半期報告書

12/14



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

株　式　会　社　田　谷

取　締　役　会　　御　中

普　賢　監　査　法　人　　

 
代表社員 
業務執行社員

 公認会計士 荒木　正博　　印

 
代表社員　
業務執行社員

 公認会計士 嶋田　両児　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社田谷の平

成25年４月１日から平成26年３月31日までの第40期事業年度の第１四半期会計期間(平成25年４月１日から平成25年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社田谷の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１

四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項　

　会社の平成25年３月31日をもって終了した前事業年度の第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間に係る四半期財務

諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査

人は、当該四半期財務諸表に対して平成24年８月10日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対して平

成25年６月７日付けで無限定適正意見を表明している。
　
利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以　上
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

     ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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